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～講評～ 

１ ２次関数の最大最小・解の存在条件。標準的な問題だが③が f(1)になっているなど、マークミスを誘発する罠

があるので注意。これは落としたくない。 

２ 複素数の極形式。基本的だが偏角がやや汚いので、計算に躊躇した受験生もいたかもしれない。これもできれ

ばとっておきたい。 

３ 対称式の利用。これは経験値で差がついたかもしれない。 

４ 空間ベクトル。オーソドックスな内容であるが、与えられる点の数が多く、処理にはやや手間取る内容。途中計

算などで引っかかると時間のロスになり、差がついた可能性がある。 

５ 媒介変数で表された曲線の面積。前半は円周上の点の媒介変数表示についての基本的な内容、後半は求める図

形の把握・計算など、点差が付きやすい問題となっていた。 

 

全体的に前期と比べて随分と易しくなっており、それほど解きにくいという問題は見られない。とは言え、試験

時間に余裕はない。目標は 65%、なんとか 60%には届きたい。 

 


